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〔研究資料〕

国立試験研究機関における
　　　農業経営に関する研究課題一覧

一一 ｺ和壌段年度および51年度について一

佐　藤 了

1．　はしがき・

2．　研究課題の分野別分布状況

3．研究課題一覧

4．全体を通じて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職1　はしがき

　通常、われわれが特定の研究課題を設定しようとする時、少なくとも次の二点に

関心を払うであろう。その一つはとりあげようとする問題の実態的な根拠について

である。特定の問題を組上にする場合にその実態的な吟味なしになされるならば、

いかに間題意織をとぎすましたとしても単なる観念的な知的遊戯に堕する危険性が

あることはしばしば指摘されていることである。　「概念分析それ自体から実在は導

き出しえない」とされるゆえんである。

　いま一つは、設定しようとする課題に関逮して既存の研究のサーベイを行うこと

である。そのポイントについていかなる研究が積みあげられ、どの部分がどこまで

解明されているのか、残されている課題はなにか、という点である。つまり既存の

研究の傭鰍が必要とされる。

　前者のポイントに関しては実態謁査分析論などのファクト・ファイソディソグに

関する方法論的研究がその鍵をなしておろう。また：後者については研究課題のみな

らず、その方法、手順さらには対象・素材にまで幅広く吟味を加える必要があろう。

だが研究をとりすすめていく過程で、そういった研究課題設定以前の諸吟味を狭い

範囲で打ち切ってしまっているのではないかとか、自分の研究は他の諸研究との関

連でどのように位置づけられるのか、といった：疑念にかられることも少なくない。
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　そこで、ここでは農業経営研究の分野を専攻している現役の研究者がどのような

課題を設定して研究にとりくんでいるのか、を素朴に問いかけてみることにした。も

とより研究諜題だけをとりあげることには各種の綱約がある。しかし、われわれが

何を研究課題にするか、あるいは自分の研究課題に関連する諸研究の所在を問う場

合にこの試みも一つの手懸りになると考えられる。

　対象としたのは昭和42年痩、51年度に国立試験研究機関でとりくまれた農業

経営研究課題の一覧である。当初、都道府県の試験研究機関の研究課題をも対象に

するつもりであったが、資料の制約上それを断念した。しかし、ここで対象とする

国立試験研究機関の農業経営研究はわが国のこの分野全体からみると一部分である

とはいえ、分厚い研究者集団が一定の組織性を発揮しつつ問題解明にとりくんでい

るとすれば、この分野の動向に少なからぬ影響を与えているとみられる。

　なお、ここでは研究課題にのみ六戸するので、以下の記述はその範囲での単なる
　　　　　　　　　　　　妙
素描にとどまることを再度お断りしておきたい。

露　研究課題の分野別分布状況

　第1表は、昭和42年度、51年度に圏立試験研究機関でとりくまれた：経営研究

諜題についてその分野別分布状況をみるために．資料末尾に掲げた：「（参考）分類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！1
指標項農一覧表」に準拠して分類したものである。これによるとおよそ以下のよう

な特徴が明らかになる。

　まず研究分野を経営方式、組織化等に「大分類」した：結果に着罪すると、研究課

題数がもっとも多く分布するのは経営方式に関する研究であるが、それ以下の順位

が両年度では入れかわりがみられる。42年度は経営方式、農村生活、地域性等々

の順になっているが、51年度では経営方式、組織化、地域開発、農村生活、市場

対応の順である。とくに組織化に関する課題は経営方式の約半数を占めるにいたっ

ており、これと地域開発、市場対応に関する課題の増加が、地域性と農村生活の滅

少を上まわって、全体の課題数を104から123課題と引ぎあげている。

　次に研究の素材・対象としてはいかなるものが選ばれているかをみると、42年

度の場合は特定の作目や地域を設定しない「一般」がもっとも多く、次いで水田作、

酪磯、畑作の順になっている。これに対して51年度の場合は露地野菜、一般、水
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〈第1表〉　研究課題と研究対象の相関分布

昭和42年僕 昭和5重年度研研　　究

?　　課

@対　　題
@象　』

経営方式 組織化 市場対応 地域性 地域開発 農村生話 経営方式 組織化 市場対応 地域性 地域朋発
農村生活

一　　　　般 9 11 11 2 1 1

水　　田　作 8 5 3 7 4 2

畑　　　　作 6 2 4 2 王

果　　　　樹 4 1 2 1 4

露地野菜 2 4 8 1 ま

牽き・植木

施設園芸 1 2 9

酪　　　　農 7 2 5 3 1

肉　用　牛 3 9 1

中・小家畜 1 1 1 2 4

飼　料　作
草　　　　地 2

養　　　　蚕 1

都市農業
1 1 1

都市近郊 3
L

平地農村
1 7

農　　山　村 三 1 1

山　　　　村 2 1 歪 2

外　　　　国

そ　の　他 6 4 19 6 1 3 2

小　　　　計 50 10 2　、 王1 10 21 50 25 13 2 17 15

合　　　　計 1　04 1　2　3

注1　農林省農業技術研究所経営土地利周部「農業経営および農村生活の研究の

　　動向と課題」　（昭和42年度）ならびに、同部、農事試験場、属立地域農試

　　の経営部、経営研究室、作業技術部等の「研究成果（昭和50年穫：）と研究

　　計画（昭和51年度）」よ12作成。

　　　なお、ここでいう「課題」とは「薪規，」および「継続」の課題をさし、　「

　　完了」と「中止」の課題は省いている。

注2．以下の一覧表も上記資料に依拠して作成したものである。

一157一



田作、施設園芸、肉用牛、酪農の順になっていて、重。年前とは大きく様相を異に

している。

　ところで、それぞれの研究分野ではどのような素材・対象を設定しているのであ

ろうか。経営方式に関する研究の場合は、両年度ともほぼ網羅的に各作隠にわたる

研究が行われているが、肉用牛を対象とする研究の増加や露地野菜についての課題

設定があらわれるなどの変化が看過できない。　（なお、51年度の草地、養蚕に関

する研究は、前者については草地試験場で2課題、後者については蚕糸試験場で4
　　　　　　　　（2）
課題設定されている。）

　組織化については、42年度の場合、水沼、畑作、酪農、中小家畜についてとり

くまれたが、51年度の場合はこれに施設園芸、露地野菜、果樹などが加わって対

象を拡大している。

　了｛丁場対象に関しては前述したように大きく課題数を増加させているが、それは果

樹、露地野菜に関するものに限っての傾向で、他の対象についての市場対応に関す

る研究はほとんど皆無である。

　地域開発に関しては、42年度の場合課題数も少なく、対象も作目としては水田

作、地帯としては都市農業、農山村、山村に限られているが、51年度には課題数

の増加とともに対象も若干拡大している。　（なお、地域性と農村生活については次

φ項でふれるので、ここでは割愛する。）

　以上のような全体的な分布状況をみただけでもこの分野の研究課題設定に少なか

らぬ変化がみとめられる。次にその変化の内容がどういうもので、51年度現在設

定されている課題群の上にどのような特徴があるのか、この2点にしぼって検討し

ていくことにする。

3　研究課題一覧

　α｝経　営　方　式

　第2表および第3表によって、昭稲42年度と51年度の「経営方式」の「中分

類」および研究課題に着囹すると、総数としては変化がないこの分野でも次のよう

な動商を内包している。　　　　　　　　　　　　　L・

　その一つは、「経営計算」「経営設計」とくに前者の課題数増加が著しいことで
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ある。しかも42年度は「農業経営および土地利用の硯究のための電子計算機プロ

グラムの開発」や「農業会計の研究」にみられるように、どちらかというと研究方

法にウエイトをかけた：課題設定が少なくないが、51年度は概してより具体的に実

態分析をめざした設定が増加している。

　二つは、「労働手段」の課題数が、11課題から1諜題であるから、まさに激滅

していることである。42年度の課題内容をみると、　「技術体系の経済性」　「技術

体系の経営的研究」　「機械化体系の研究」などにみられるよ・うに、トラクター化を

中心とした労働手段の高度化が経営経済的にみてどう評価すべきかという点に関心

が集中していたと思われるが、そのような問題意識は51年度の課題群をみるかぎ

りではめっきり滅っているようである◎

　これは現実の過程で農業機械化が急速に進展してきたた：め、それらの鼓術の経済

性を云々するよりも、それをいかに使うか、いかなる組織をくんで利用・運営する

かという方向に即題の焦点が移ってきた：ためであろう。ともあれ、労働手段それ自

体に視点をすえた研究課題の設定がきわめて少ないかたちになってきていると推測さ

れる。

　三つは、　「経営構造」　「生産構造」視点からの課題設定がかなり増加しているこ

とである。これは42年渡の分類方法が51年度と若干ズレるためでもあろうが、

そういう資料上の制約を省いたとしても増加傾向あるいは純化傾向がみとめられる。

42年度の場合、「近代化方式」、「成立条件」などを直薇に問うかたちのものが多

いが、51年度ではそれが一歩踏み込んで「構造」にとり組むようになっていると

推察される。

　②　組　織　化

　「組織化」に分類された研究課題の華墨をみていくと、42年度は「共同利用」

あるいは「協業化」がほとんどを占めるが、51年度の場合は「生産団地」が25

課題中12課題を占めるよう‘こなっている。

　これは各機関1二わたるプロジェクト研究の増加によるところが大きいが、対象と

する範囲が地理的にも生産から流通へという商品の流れの側面からみても拡大して

いるところに特徴がある。もっとも、「経営集団組織化」などの場合は、「共同利
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用」や「協業化」とあまり内容的な差異のないものも．含まれ、全体としては個別経

営一一小集団一・大集団というように重層的な分野になってぎているようである。

　しかし、「受委託組織」を前面に打ち出している事例が少ないのは、現実のこの

方式の進行からみていささか少ないような印象を受ける。　「組織化」の一形態とし

て、あるいは「経営方式」の一形態として位置づけられている箏例もみうけられや

が、全体として稲作に関する課題設定がウイークになってきていることの反映とみ

られる。

　（3｝市　場　対　応

　「市場対応」に分類される課題は、　嘆2年度はわずか2課題であるから、この分野

が本格化するのはごく最近のことと言ってよいであろう。51年度は「産地形成」

が6課題、　「市場流通機構」が4、　「集出荷組織」が2課題となって、その課題内

容をみても「流通組織機能」、　「流通再編」、　「マーケティング活動」というよう

に多様化してきている◎

　ただし、とりあげられている対象・素材が前述したようにもっぱら果樹、そさい、

一部畑作物であり、金般化していない段階にある。とくに昭秘51年度は家畜部門

についての課題設定がない◎

　樹　地域性と地域瀾発

　「地域性」に分類された：課題数は、填2年度の11から5互年度の3課題へと減

少している。その内訳けをみると、嘆2年痩の場合．「地域農業の動向予測と農業

経営の対応に関する研究」が9場藤でとりくまれており、このプロジェクト研究が

終了した：のが減少の主要内容である。

　しかし、農業の地域差は現実にはますます拡大し、地域農業のあり方が様々な意

味で問われている現在、　「地域動向」や「立地配置」をとりあげる事例が少なくな

ったのとは反対に、「地域開発」、「地域計醐」が「再編」あるいは「再開発」のか

たちでとりあげられている。　「再編」、「再開発」という場合、なにゆえに再び編成

しなおし、開発しなおさねばならないかという研究の位置づけが興味を抱かせると

ころであるが、課題のみからはそれがうかがえない。
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　⑤　農　村　生　活

　農業経営研究にとって経済的な観点からみれば、労働力の再生産過程1二ほかなら

ない農家生活の諸過程が、異体的にどう行われているか、どのような社会的歴史的

な環境の下でいかに営なまれているかが重大な関心の一つであることは閥違いない。

その意味から「農村生澹」に関連する研究課題についてもとりあげることにした。

　一覧表によると、　「生活環境」に分類される害虫発生や環境衛生颪の研究課題数

が4から7課題へと増加傾向にあるのに対し、農家の生活の社会君側爾、婦人労働

の役割あるいは家事労働の合理化といった問題や「いえ」ないしは村落構造などの

歴史的側面をとりあげる「農村構造」が減少し、食品調理や飼家調整食鼎の研究な

どはほぼ姿を消すにいた：っている。

　この分野の課題数減少の主要内容は生活それ自体に視点をすえた：課題および社会

的側面に観点をおいた課題の滅少によるものであり、これに対して、農村生活の磁

然環境顧を主として自然科学的に追求する課題が若干拡大している。

4　全体を通じて

　以上、ごく簡単に各分野にそくしてその特徴を述べてきたが、さいごに全体を傭

回して感じられるボイソトをいくつか指摘したい。

　まず第一に、いかなる方法的な準備がなされているかは別にして、課題設定の仕

方が「設計・計画」論的な色彩がかなり強まってきているようにみうけられること

である。それは、　「経営設計」及び「地域計画」の分野の課題数拡大に典形的にあ

らわれているが、その他に分類された課題のなかにも、この傾向がつよまっている

と推測される。

　第二には、そのような全体動向にもかかわらず、とりくまれている課題は実に多

岐に及んでおり、『この分野が多元的な認識の集合体化しているという様損をつよ

めていることである。

　第三には、この研究分野の対象範囲が個別の農業経営それ自体を対象とするもの

から小集団、大集団へ、あるいは生産から流通へと拡大してきているように見う

けられることである。だが、個別経営にとっての「与件」それ霞体を吟味するがご

とき研究はみられない。
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　ひとくちに「与件」といっても個別経営ないしは経営群の働きかけだけではいか

んともしがたい硬直的なものもあろうし、働きかけいかんでは変化させうる柔軟性

に富む「与件」もありうると考えられる。この分野の研究対象がますます拡大し重

層化してきている現在、諸々の「与件の性格」をいかにとらえるかという課題が大

きくクローズアップされてきているといえよう。

　以上、国立試験研究機関の研究課題一覧を概観してきた。これをとりあげた意図

は、冒頭にもふれた：ように先鷺の研究者達が何を研究課題としているのかという点

を素朴に問うことであった。さいごに昭和41年度に初めて発刊さμたという「農

業経営および農村生活の研究の動向と二二」からこの発刊物の目的についての記述

を引用しておきたい。

　「研究者がそれぞれの専門分野における研究の現状と動向を適確に把握し、自己

の研究の位置づけを行なうことが、研究を効率的に進める上で極めて必要であるこ

とは論をまた：ない。また研究者相互間においても研究内容についての理解が深まる

ならば、データーや成果の交換も一層容易となり、鰻々の研究成果がその研究部門

における共通の財産として活きてくるであろう。」と。

　　注

ω　「分類指標」によると大分類の「地域性」が冒頭にあらわれているが、その内

　容をみると、個別の農業経営群の位置づけという側面をもちながらも「地域朋発」

　との関係を重視してこの一回忌では順序を入れかえている。

｛2）　ここでいう一覧には草地試験場と蚕糸試験場については掲載していない。
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〈第2表〉 昭和42年度の研究課題一覧

：大分類 中　分　類 研　究　課　題　　　ド　研究担当者 所　　属

経営方式 経　営　計　算 農業会計の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥谷松治 農　　勧

〃 〃 農業経営における帯場対応のための管理会計 小家龍男 〃

〃 〃 農山村における肉用牛多頭飼育の実態と経済性　　　　　　　翠陰芳野・中村勤史●松本翠 中　　蜀

〃i経営設計 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ｦ地麟の雛響動法　　　　　　　　　P顔馳・ネ憂踵光蠣断男 北海道
〃　　　　　　　　　　〃 家鴨業経蛍の設計に罪する方灘び‘・実誼蠣究　　　隠購 農　　研

〃i　〃　　塵事鮒神化謝応ずる罷設計　　　　　　紹聴概 〃

〃　　ノ 〃　　　　　　　農業経営の診断・設計方法とその応用　　　　　　　　　　　　今村幸生 〃

〃 〃　　　　　　農業経営設計における技術選択方法 児玉賀典 〃

〃 〃　　けス扱び確離解する鰯羅営の蔦 武藤和夫 〃

〃 〃 辮・よ砒蛎卿締ための謝講機知グラ・の醗隣町 〃

〃 労　　働　　力 農作業と圃場管理の関連に闘する研究　　　　　　　　　　1吉岡正澄 〃

〃 〃 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ{産農場の配置計画に闘する研究　　　　　　　　　　　　　中沢功 獅海道
〃　労働手段　　3・ps級ゆ〃一‘睡る湛水直播技術体系の経灘　　隙原隆溶鈴木津細井墨筆　　　　東　北

〃　　〃　　｝大徽瀟化融趨の馳鮒の獺　　　　　i麟三雄八木鎌 農　　事

〃 〃　　　1機繍酢業技術体系の設計と経済的評緬　　　　　　向井三姫八木宏典 〃

〃 〃　　　1醐地嵐おける農業齢別機数体系の磯　　　　庵川俊一陽瀕欝 四　　国

〃 〃　　　　　　燃作機械化技術体系の経営的研究　　　　　　　　　　　　i沢辺恵外雄・鎌田友安 九　　州

〃 〃　　睡難産近代髄設と棚膿家糖の燐陣する駿　D脇鉄三郎・臨治・青繍期 ！北　睦

〃 〃　　　’農用繍の経済性ξ醐する研究　　　　　　　　　i武舞β鴛　　　　　　　　　　譲　　研

〃 〃

トラ舛磁び、。附属篠機の修理維擁および噺。閣すi

髓ｲ査分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

?難三葡・加藤明治・堀内一男 北海道
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大分類 中　　分　類 研　　　究　　　課　　　題 研　　究　i腱　当　者 所属

経営方式 労　働　手　段
大規模生産技術による営農方式に関する研究一中大型トラク

^ー利絹1こよる畑作営農方式‘こ関する研究一
木下幸孝・川越ほか2名 九　　州

！ノ

”　　　i 燐作における労働手竣高度化に関する研究 林喜一郎 農　　研

〃 〃　　　　　畑地かんがいによる農業経営の動態に関する研究 大野元・古村献一 東海近畿

〃 その他（経営構造）　　稲作経営の安定化に関する砺究 五十嵐憲蔵・池田三徳・沼辺敏和 北海道
〃 〃　　　　　　〃 寒冷地稲作技術の展開方向確認調査 篠原隆治・鈴木洋・細井陽悦 東　　北

〃 〃　　　　　　〃 水田高度利用による農業透代化方式の概究 飯塚志郎・小河川一司・古村献一 東海近畿

〃　（生産構造）
繁殖豚経営の経営経済的研究一子豚生産構造の変化とその経

c的要因について一
吉岡功・薪井肇 農　　研

〃 〃（生産講造・流運） 乳牛檀育成の生産構造と流通に関する研究 渡辺信夫 農　　事

〃 〃　（経営組織） ！経営組織の改善方式に関する研究 1原野重義・鈴木ほか2名 東　　北

〃
　　　　　　　　l　　g
V　（経営類型）　　農業経営の類型分イヒに関する研究　　　　　　　　　　　　　南侃・滝本隆夫 九　　州

〃
〃　（　〃　）　｝’九州の山村農家類型に関する調査　　　　　　　　　　　　　繭侃・坂梨敏行

〃

〃
“（農法）睡営条緬変化賦する経鴬対応の比較灘蠣究． 絹波嗣搬 農　　研

〃 ，（“）iわ綱、鋤ける至近法の麟、。関する概 野村浩士 〃

〃 〃（経営経済）擁設騰の経営経蘭腋　　　　　　　　団，観宏 〃

〃 〃（営農方式）1かんきつ亡帝醸け・営農繍こ関す・議　　　1川越嶽・坂梨敏行
九　　州

〃 〃（〃）｝醸経蝦諏関する鞭 阿部久盛・高橋轟子・吉川忠雄 東　　北

〃 “（成立条件）i果鯛芸の経営経済的研究 平山莞二・川島東洋一 農　　研

〃 〃（〃）旨罐繊・・遡る醸多靴の厳条徽関する確 斉藤英策・関ほか2名 北　　陸

〃 〃　（　〃　）、i四圏地域における水田酪農の成立条件 香川贈爵・野中修 四　　国

〃 〃　（生産｛生）　　酪農経営の生産性規制要園に関する研究 佐藤義則・阿部広雄 農　　研

〃 〃　（成立安定化） 酪農経営の成立と安定化に関する概究 沼辺敏和・畜田英雄 北海道
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大分類　　中　分　類 研　　　究　　　課　　　苛烈 研　究　担　　当　老 所属
経営方式 その他（近代化） 茶業経営の近代化に関する調査研究 大越篤 東海近畿

〃 〃　（　〃　） 役肉牛飼育経営の近代イヒに評する経営経済的二三 二部二黒・佐藤義則 農　　研

〃 〃　（　〃　） 寒冷地帯における養蚕経営の遣代化1こ麗する翻究 原沢二階 東　　北

〃 〃　（農地流動化） 農用地の流通化に汗する経営的研究 愈島二二 農　　事

〃　　　〃　．（利用方式） 公共草地の利用方式に闘する研究 中沢功・三沢香春 北海道
〃　　　〃　（経済誌） 乳牛多頭飼育技術の経済駐に関する硬究 篠原隆治・鈴木洋・細井陽悦 東　　北

〃　　　〃　（　〃　） 肉特牛の飼養経済と草地開発との三連1こ闘する醗究 i堀籠謙 〃

〃 〃　（　〃　） 公共整地の成立と二二に関すを研究 i二三香春 北海道
〃 〃　（経営管理） 畜産経営に：おける経営管理方法に関する醗究 ｝　新井i義

農　　概

　　1V　　i　〃　（労働組織） 協業（集団）酪農経営の労働組織化と生産性｛こ関する翻究 木下忠誰 〃

　　　　ζ

Z織化嫉同利用 闇鱒離獣四望灘四二用・・鴨る磯　　陣笠郊・二二 北海道
〃　　　　　　〃　　　　　　　東北農i業における米作機械化の経済性 母型悦鶴隆治 東　　北

〃｝　〃　　擁械利蹴鄭謝る確 中西三郎・加藤明治 北海道
〃　　〃　　陣繍空空御三大鷺濫獲二二駄謝・確　隠綾徳・工二郎・原野簸 東　　北

〃　　　〃　　隙裏糊繍の設計と灘の経二選二二究明 向井三態・八木宏典 農　　事

〃 〃　　｝擁集団栽培の機能と鉱化斌に関す珊究 鈴木愛徳・長谷山俊郎 ：東　　北

ガ 受i委i託組織 稲作集団栽培・講負耕作の諸方式とその発展方向に関する研究　南娠・坂梨二元・滝本隆夫 九　　州

〃 その他（協業イヒ） 農業経営の協業化に関する研究　　　　　　　　　　　　　五十嵐憲蔵・川［コ罠生・吉鑓二二 北海道
ガ 〃（〃）i 協業経営の経営指標に関する研究　　　　　　　　　　　　i森嶋　隆 農　　研

〃 〃（〃）　響町働翫溺謡野営謙躾紬確　　i沢五四二二まか・名 九　　州

市場対応 洲流灘構　レ・ウ綴叡鰯姓産・瀬の薙とその経灘燕擁騰ヒ古凹凸 中　　国

〃　初慰醐競争沼謎伽鵬畿舞溺する確　　　　　　　1樹講 農　　研

地域性1地域動向 地域麟の動向予灘と簾営の沸・関す・磯　　陣灘・鈴木ほか・名 〃
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大分類 中　　分　　類 嗣　　　究　　　課　　　題 研　　究　　i旭　当　者 所　属

地城性 地　域　動　向 地域農業の動向予測と農業経営の対応に関する研究 鈴木優雄・橋本　ほか2名 農　　事
　　　i　　　　　　　　　　　l”　　　　1　　　　　”　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　”

繭覚一郎・高坂　ほか3名 東　　北

〃　i　〃　　　1　　　　〃　　　　　　　　　五楓舗・川・ほか、名 北海道
〃

｛　　　　〃 〃　　　　　　　　　隣藤策構木ほか，名 北　　陸

〃 〃 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　古村献一・ほか3名 東海近畿

〃 〃 〃 告備鶴雄・矢田　ほか6名 中　　国

〃 〃 〃 香川俊一・喜田　ほか2名 四　　圖

〃　　　　　　　　　　　　　〃 〃 木下幸孝　ほか2名 九　　州

〃　　　　　　　　　　　　〃 管内農業経営の地域動態 吉備鶴雄・轡香厚雄 中　　国

〃　泣地配置 土地資源の立地配置に関する硯究 吉想噛癖・那須野章 東　　北

地域開発 基　盤　整　備 ，水田土地基盤整備の経営的評緬 松永俊雄・永田葱十郎・大淵素行 中　　團

〃　　　　　　〃　　　　　　　土地改良および開鐙の諸方式と投資効熟こ関する主事 工藤寿郎・下村義人 東　　北

〃　【　〃　　　上北繊傭鵬大規灘聯とも鱈水面関する磯　　屠木戴」 〃

〃　　　地　域　計　画 農村地域計画に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　林健㎜ 農　　研

〃　｛　〃 土地利用の経営的考察 鈴木福松 潔

〃　　　　　　　　　　　　　〃 地帯産業の経営と生産組織の構造および展開の解析 池善英　ほか11名 農　　事

〃 〃 農山村開発方弐に関する蘇究 田中洋介・佐々木東一 東　　北

〃 〃 遠郊都布地轍こおける地域農業計画に関する研究 家永泰光・星野亀夫・小泉浩郎 農　　事

〃 〃 山村振興に関する調査研究 西垣一郎・堀籠謙・橋本恵次 東　　北

〃i初他（立地配置） 経営立地の組織論的研究 大谷巽 農　　研

農村生活　　農　村　構　造 農業経営の発展に伴う婦人労働と農家生活の変化 森嶋登紀子 〃

〃 〃 農業経営における婦人労働の類型と生活構造 満永光子 〃

〃 〃 家事労働の合理化に関する研究 阿部和子 〃
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大分類 砺　　　究　　　諜　　　駆 概　究　　担　　当　　者 所　　属

農村生活：竹村構造　睡瀟瀟家磯ける家糊置の合蹴正す丁丁 慧塚正義・橋　ほか2名 東　　北

〃 一　　　農家の瀬構造・・闘する研究　　　　　｛購1幌 農　　研

〃 〃　　　｝麟締・おけ膿業灘遡劉ヒ輪業犠と生繭画幅辮保礁玖保雌 中　　国

〃 ”　　　　　　村落生活の近代化に関する研究 長谷川宏二 農　　概

11 〃　　　　　　　山村の社会的生活体制1こ関する研究 橋轄次囎塚正義　　　　棟　北
〃

i〃　　　　　　　；農家集慶化の社会学的研究 君塚正義・僑本　ほか2名　　　　　　　〃1

〃
〃　　　　　　1漸技術導入の農村社会に及ぼす影響

神谷一夫・君塚正義　　　　　　　　　〃

〃 生活門門　i蘇の麟離識す菰野農学・・功田潮簿　隊緬を納まき子　　　農　翻

〃

　　　　　　　｝’ノ　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　｝防除対策一

灘の環境融・関す礪辣韻家の・ズ・…る臨調
轡藤博・大塩行夫・地内まき子 〃

〃 〃　i纂麟饗享無職敗血磁心 穏沢壮皆 〃

〃 〃 生活資材の市場構造に関する薪究 広醸武雄 〃

〃
　　　　　　　　　　｝
ｻの他（生活手段の技術）　無量調理および加工用水に麗する研究 相灘吉　　　　　　i　〃

〃

　　　　　　　　　5
g（　“　）i自纈繭矯製錨の跡職勺確噸羅造贈の顯
@　　　　　　　　llこ関する研究一

高木兵治 〃

〃

　　　　　　　　　旨

V（〃）1
自給並1こ自家調製食品の栄饗化学的研究一清物書の品質に幽す

驫T究一
藤由玲子 〃

〃 〃（　〃　）｝ 農家建物の講造設備に関する技術的研究 斥昭　忠 〃

〃

　　　　　　　　　i農家住宅に関する研究一集落構造と農家注宅との醐連に関する”（”）魔＿

下河辺千穂子 〃

〃 〃　（　　〃　　） 農村集落の生活用諸施設1こ関する研究　　　　　　　　　　　湘銀忠・陽部和子 〃

〃 〃　（　　〃　　） 農家の衣生活に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　日浅治枝子 〃
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〈第　3表〉 昭和51年度の研究課題一覧
大分類 中　分　　類　　　　　　　　　研　　　究　　　課　　　題 研　究　担　　当　者 所　　属

経堂方式 経営計算　i農工脳の丁丁醜と灘二二のシステム醐する確 小卿蓬男 農　　研

〃 成瀬　淳 〃

〃 〃　　薩生子畿経営白糸姻と醐方法に謝・確 佐藤義鋼 〃

〃 〃　　　｝購変動・おける採嬢長家の経営対応に関する計量病田 倉知哲朗 〃

〃 〃　　　降齢動一白産擁嗣子 金井道夫 〃

〃 〃　　　　　｝田畑作経営における部門作曲結合方式と規模限界｛ζ関する研究 佐々木東一・小池・高高 東　　北

〃　｝　〃　　紬鰍敵鮒磯魚式滋とその上ヒ較傭 杉本文三 北海道
〃　　　　　　〃　　　　　　｛中国地域の酪農経営における資源利用の経済性とその適正化　　　　　　　　　　　　　　…

福田重光 中　　国

〃 〃　　　　i農業経蛍懐業地域分析手法の解萌 吉岡正澄・鶴見・滝本 四　　国

〃

経営設計　緩肥汁瀧ぴ経済卿ミュレーシ。ン蜥　　　　　　　　　　1

森島賢 農　　研

〃

“　　　膿業経営の設計鉱ぴ農業緬の理論的実鋤磯　　　1“　　　　　　　；

〃

　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
V　　　〃　　　i麟経営の謹的診断灘懸る確　　　　　　　1憎憎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　論

〃

｝　〃　　　i不確陛下での麟経営設計の田田椚田　　　　　　i上蹴燵　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

〃

〃　　　　　　1肉子牛経営の発農方式に関する研究　　　　　　　　　　　　1原野箋義・那須野　ほか2名　　　1東　　　　　　　…

北

〃 〃　　　璃用牲産破子化に関する確　　　　　　　｝大石亘 北海道
〃 〃　　　瀧簾営帳白白計に関す懸子　　　　　｝木原鉦 〃

〃 〃　　　i畑縄帯醸ける作付変動要因に関する研究　　　　i黒河功 〃

〃 〃　　　樋域別・雛子別嬬牛経営の発展鞭の獺　　　　’士爵蔵．宮沢．焔 〃

〃 〃　　　玩離田田輔雌ける乳騰子白総術　　　匡欄鷺。源・木原 〃

〃 〃　　擁士別・鰭士別嬬牛経営の発展季順の糊　　　｝福隠士・中村・脚 中　　國

〃 〃　　　1駿細の総計十七と翻　　　　　　　擁内一男 北海道
〃 労　　働　　：力　　　　集団生産維織における労働管理に糾する研究 松永俊雄 農　　研
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大分類 中　分　類　　　　　　　　概　　　究　　　課　　　懸 爾　究　担　当　老 所　属

経営方式 労、働　力　細働の壁と瀬との蜘・関する蕨　　　　　瞬永光子 農　　研

〃 労働手段　擁膏土設糊齢の経営的同士・関する駿　　　　陣井灘　　　　　　糠　事
〃 農　　　　　地　　　　水捌土地利用の高度化と集圏的対応　　　　　　　　　　　　武井　紹　　　　　　　　　　　　邊　　研

〃 勧慰高齢体）旨経総体抑白総展に関する方法長戸田田　　i 田濃三樹夫 〃

〃 〃（技術構造）樋作品の蹄灘に関す破的磯 吉B日英雄 〃

〃

〃（〃）　i土肥営における飼料構造の研究　　　　　　　　関沢馨蜜巳　　　　　　　農　事　　　　　　　　　孕

〃 〃（〃）i離灘麟経営の技肥汁と経営の展開方式　　　隠本隆夫高見・綱　　　陣　国
〃 〃（経営構造）　果汁館の経十善燗する確　　　　　　　二等人　　　　　　降　事
〃 〃（〃）睡簾舗造の騎　　　　　　　　　　露玉明人　　　　　　　〃
〃 〃　（　〃　）　　1多頭養豚の生産構造に関する爾究　　　　　　　　　　　　　　｝渡辺信夫 〃

浮 ”（〃）　嫡出経営の産地碁立に関ずる研究 原野重義・那須野　砥か2名 東　　北

〃 〃（回国　圏肉勝の蕪鞘醐する研究　　　　　　　睡沢藷 北海道
〃 〃（〃）i酢謡曲け濃業経営方式の規肥汁・晒する磯 弓削勇吉　　　　　　　　　　　　　九　　州

〃 　　　　　　　　　旨V（〃）　｝九十原地白こおける離経営の簸方式に関する確 闘摩洋介・水上泰介 〃

〃 〃（生産力高高）1畜産経営の生産力構造に関する士爵 上原守一 農　　碕

〃 　　　　　　　　　1V　（農　　法）　i農法的視点からみた施設園芸経営の更的展麗に関する砺究 八巻　正　　　　　　　　　　　　　　〃

〃 〃（生産繍　ほ規模稲高高に長湯篠の展離隔醐する硫 川島鉄三郎　　　　　｝　〃
〃 ”（複　合）　｝畑地田島する経営複創ヒに蘭する研究 帳谷山俊郎・関正治 東　　北

〃 〃高高手順）i酬繊・逼る鱗・1二二態・肉勝経晶晶手働究明　伸中高・水上・脳 九　　州
〃　　〃罐地システム）二業経二三の分イヒと雌二合に鰐研究　　　　睡中洋介・ガ（上泰介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

〃

〃　　1 　　　　　　　　　…V　（地域動向）　　i稲作経営展開の過程分栃 i五＋二二蕨 北海道
〃 ”　（地域性）　　施設園警の経営方式と地域性 白川俊信 〃

〃 〃　（制　　度）　　地域農業の制度的環境に関する薪究 宮原幸貝弩 農　　事



瓢

。

　　　　「
蝠ｪ類 中　分　　類 研　　　究　　　課　　　題 研　　究　担　　当　者 所　　属

経営方式 その他（経営管理） 畜産集齪化における近代化施設の機能と管理蓮営に関する研究 吉貿　功 農　　研

〃　　　　〃　（システム分訴） 農業公共施設の最適投資計画涙定のためのモデル分析 下村義人 東　　北

〃　斥　の　他　裸酢経営の技雛蝦錠す研究 ／膿｝葉洋一 農　　研

〃 〃　　　　　　　肉用牛に関する経営競願究（立地条件・発展方式） 川波岡毅・田鎮・吉岡　轍か 〃

〃 〃　（規模拡大）
i大規模稲麦作受託農家・蜘詠こおける作業構造、土地利鳳地

@力維持方式に関する研究
倉本魏三　・　長野　　　ク萄ヒヌ〉、2名 農　　事

〃　　　　〃　（三門化）　　畑作地帯における経営単純化の条件と限界 鈴木愛徳 北海道
　　　　　　　　　　　　　　　…
g織化　共　同　利　用　　　　豊作経営単純化と生産組織 鈴木愛徳 〃

〃｛　〃　　　津田の生産織化縛する確　　　　・ 高橋信正・関疋溶 東　　北

〃　　　生　産　麟　地　　　　畑作物の生産流通技術に関する研究　　　　　　　　　　　　　鈴木福松　ほか 農　　概

〃　　　〃　　　睡藁酢難生藪通・赦す磯査磯一茨城嫉馳匹永聴榔・蟹亀夫・幅蘇 1農　　事
〃　｛　〃　　　i　　　　　　〃　　　　一千葉蜘齢轡懸鑛誌郎　　　　　　　　〃
〃1　・’　　1離率擁離灘鰯の繍ヒ捲翻欺灘る磯　　購謙糟糠一理池畔　東　北
〃　　　　　ガ　　　　　　i酪農経営駿闘こ麗する研究

原野重義・那須野　ほか2名
…　　　〃

〃　｝　・1　　　版規鰍礪脚灘鱗欄する駿 堀毘房造 〃

・1　〃　　i鎌脚設離の灘顯繊化 五十嵐憲蔵・杉本：文三・白蝋俊信 北海道
〃

〃　　　1畑複合経営・編ける期繊イ肪式の研究　　　　　　　…

森鵜　隆 北　　陸

〃 〃　　　　　　　高能率施設園峯…に帯する総合砺究 高橋正郎・螺間泉・山本勝成 中　　慶

鶴見智・滝本隆夫・吉岡正澄 晦　　国

一　　〃　　庵蠣醐磯輪麺芸の経営鞭雛化 吉腿正澄・鶴見智・滝本隆夫 〃

4 〃　　　　橋能率施設醗（やさい）の経営集団イヒに関する研究 田中洋介・下舞　ほか3名 九　　州

〃 受委託組織　　　　1稲作生産組織の発展に関する研究 中島征夫 農　　事

〃 〃 野菜・畑作物の生産流通に関する調査爾究一葉菜類鰍冬レタス）一 林喜一郎・中島寛爾 九　　州



i

二

同

i

大分類 中　分　類　　　　　　　　　研　　　究　　　課　　　繧 翻　究　　担　　当　者 所　　属

組織化 その他（経営集団組織）　施設園芸の経営集属組織化方式研究 捌環民生・光永紀正 農　　研

〃 〃　（　〃　　）高能率施設集電の組織化・管理方式研究 鈴木福松　ほか 〃

〃 そ　　の　　他 高能率施設園芸に関する総合研究 原田信行・石垣清入 農　　事

〃 その他（類型補完） 類型間補完による耕地利用合理化に関する研究 星野亀夫 〃

〃　レ（計　画） 畜産1こおける生産組織の存立条件と機能に関する研究　　　　　原田節也 東　　北

〃　　　〃　（生産懸撒） 稲作生産組織の：再編、展閣構造に関する研究　　　　　　　　　波多野忠雄 北　　陸

〃 〃　（経営子細）
北陸における高能率施設園芸（野菜）の経営集団組織化に関す

骭､究
波多野忠雄・森嶋・今井 〃

〃 〃　鷹地彩成）
累野作産地の展開と経営の発展方式一園芸産填形成に関する組

D論的、地域論的研究一一
高橋正郎・岩闘泉 中　　国

〃 〃　（旧地化） やさい生産の國地化の過程と方式に関する餅究 下舞隆夫・水上泰介 九　　州

市場対応 鵬樋灘　　i野菜畑働の擁溝こ謝る縫磯一卸飾雛を 飯塚志郎 農　　事

〃 〃　　　　　　　農奮吻流通組織の機能に関する研究一膏果物を中心として一 大越　篤 東　　北

〃 〃　　　i 果樹作経営の市場対応及び流通合理化に関する研究 鈴木久栄・森　昭 中　　圏

〃 〃　　　　　　　野菜流通の再編に関する研究 鈴木久栄 〃

〃 集出荷組織　　　i出荷流通施設と市場対応‘こ与する研究 溝野敏明 農　　醗

〃 〃　　　i みかん作経営の市場対応と産地組織再編に関する研究 耕繊・坂梨三元　　　1　九　州

”　　l　　　　　　　　　i産　地　形　成　　　　蜜樽作の産地間競争に関する砺究 黒瀬一読　　　　　　1　農　研

〃　1　〃　　　i一ケテ・ン席動の島形灘1厳す簾搬割に謝る確 1佃齢　　　　　1　〃
　　　i　　　　　　　　　　i露地野菜の産地葎成に関する研究　②棄京産地野菜市場に鰐す〃　　　i　　　　　〃　　　　　　　　　「　　　i　　　　　　　　　　る供給産地の変動と東北産地 l　　　　　　　　　　　　　　　　i

塩x籠　謙 東　　北

〃 〃 小産地の機能と形成 樋口昭則 中　　国

〃 〃 やさい作産地の展開彩態と発展方式 山本勝成 〃



二

鱒

大分類 中　　分　類 研　　　究　　　課　　　琶 研　究　　撞　　当　者 所　　属

市場対応 護地形成　睡菜畑勧の擁瀬賄に関する齢磯 森　昭・鈴木久栄 中　　国
　　　i　　　　　　　　　　㌻〃　　1その他（出荷計盛）　i野菜の生睦・流遷溝造に関する計量的研究

門隣撤行 1　棄　　北
地域性i埴域動向　　　　監

…一｝冝p｛　　　　　　

@　　そ漿生産立地の地域性の研究 橋本久作　　　　　　i農　事
〃 立　地　配　置 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1Y業構造の地域翁性格と農業経営の展開に関する研究　　　　　今井　健　　　　　　　　　　　　　北　　陸

〃 〃 肉用牛繁殖経営の立地要因　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　翠　　　　　　　　　　　　　中　　鼠

地域開発 資　源　管　理 鄭蘇鯛における繊醗季灘関する磯　　　　臨木融ほか 農　　研

〃　　　　　　　　　　　　〃 農地の荒廃と利用再編に関する研究 篠原隆治 〃

〃　　　基　盤　整　備 土地改良投資と水田作経営の展開遍程に関ずる積層 八木宏典 ：九　　州

〃　　　地　域　計　画 勲膿業のモデ・レ分析　　　　　　　　　　　臨坂町 東　　北

〃　　　　　　　　　　　　〃 鮒振興醐する調翻究　　　　　　　　　雄峰癒堀籠ほか銘 〃

　　　　　　　　　　　　　iV　　｝　　　〃　　　　　　地域農業の舞画とシステム 大谷巽　　　　　　　　1農　蘇
，　　　“　　　1農祉地響緬のため吐地分級の研究　　　　　　　　　　　　　崔

｝辻雅男　　　　　　　　　　　　〃

・1　〃　　織鈴懸醐灘お継竿岬町画・欄菰磯　　　陰躁登　　　　　i　〃
・　　　・　　　｝諜押鯛・饗する確　　　　　　　　　｝松原茂轟　　　　　　北樋
“　　1　　　“ 樋働の生響町禰煽議磯　　　　　　　陵＋薦醗中沢ほか銘　｝　“
〃　｛　〃 山村振興特別調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩館興一・松本翠・増灘隆一　　i　中　　慶

〃　1　〃　　　　嚇中興肺賭ける土地利用の再編繭　　　　　　瞬鐙姻緯　　　　F 〃

〃

1　　　　〃 膚蜘増増の再即興＿噸繊の農山村、輪ける麟造劇

ﾆ蠕蹴即興　　　　　　　　　障鱗…灘融2名 〃

〃 〃 地域農業開発の方式に蘭する調査研究　　　　　　　　　　　1波多野忠雄・森嶋隆・今井健 北　　陸

〃 初他（繊離㈲1農椀域の弾発方式樋域醗都市膿村繊との離鰯上関正治備顧則僑本離　　東　北
〃 〃　（永　利） 1農業水利秩序の再編と稲作経営の展開に関する研究　　　　　　青木真逆 〃

〃 〃　（環境保全） 　亀Ni穿一ク水田地帯における土地利絹技衛の経嵐経済的評麺　　野中洋介 九　　州



餐

ω
看

大分類 中　分　類 砺　　　究　　　課　　　題 研　究　担　嚢　者 所　　属

農村生活 農　村　構　造 農家の消費梼造に関する慨究 広瀬襟回 農　　研

〃 〃 稲作生産組織の形成と社会的基礎集団との閣連に関する研究 久保良竣 〃

〃 〃 家族農業経営における「いえ」の変容と村落構造の再編 長谷川宏二 〃

〃 〃 農家／」喋団の形成過程に関する研究 外山隆夫 〃

〃 〃 農村の生活水準指標に関する研究 盤塚正義 〃

〃 〃 広域営農集団の展開にともなう村落祇会の再編 橋本恵次・南部博 東　　北

〃　　　　　　　　　　　　〃 農業における撃壌労働の役割分析 佐藤チセ 〃

〃 生　活　環　境
農村における衛生害虫の癸生制御に関する基礎的研究一叢発

ｶの生物的制御のための要因解析一
池内まき子 幾　　研

〃 〃

農村における愚生害虫の発生制御に鰻する基礎的薪究一ハエ

ﾞの環境抵抗としての動物の群集構造に関する薪究（1）、（2｝一
安田壮平 〃

〃 〃

農村における衛生害虫の発生麟御こ関する基礎的研究一家差等の
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　伊藤泰博排出物を含む有機物中｛こおけるハエ類天激ダニ類の食盤と増殖一 〃

〃 〃

農業関係諸排水の浄化方法に関する基礎的研究一汚泥鐵生物の

�ｻ機能に関する研究（1）
岡本玲子 〃

〃 〃 同　上一（2） 林唯博・高木兵治 〃

〃 〃

農業関孫諸排水の浄化方法に関する基礎的硬鱗一汚泥後生物の

ﾛ体組成とその利用‘こ関する蕨究一
高木兵治・林唯博 〃

〃 〃 農村地域における生活環境の再整備方式 保田篤・工藤清光・森川辰夫 中　　国

〃 その他（農　家） 中国地竣における農家の社会変動に遷する研究 森想比毛・．工藤清光・保田篤 〃



（参考） 分類指標項昌一覧表

研究問題大分類 研究事項（中分類） 研究対象の作薫別・地帯男琶

1．地　　域　　性 L　地　域　動　向 a。作羅別　，

2　立　地　配　置 L一　　　　　般

3．その他（　　） 2．水　　田　　作

2．経　営　方　式 圭．　経　営　計　算 3．畑　　　　　作

2．経　営　設　計 4．果　　　　　樹

3．　勇　　働　　力 5．露　地　野　菜

4　労　働　手　段 6．花ぎ　・植木

5，　農　　　　　地 7．施　設　園　芸

6．　資　　　　　金 8．酪　　　　　農

？．その他（　　） 9．肉　　用　　牛

3，組　　織　　化 L　共　同　利　構 王。．中・小家畜

2．生　藍　贋　地 u．飼　　料　　作

3．受委託組織 i2．草　　　　　地

4．その他（　　） 13，養　　　　　蚕
一一h「罹．一“一，’鞘丁「……

S　市　場　対　応 茎．欝場・流通機構 14，2～三3の組合せ（　）

2．寸土七竃綴織 15、そ　　の　　他（　）

3．産　地　形　成 ’b。地帯別

4　その他（　　） L都　市　農　業

5．地　域　開　発 1．資　源　管　理 2．都　市　近　郊

2．基　盤　整　備 3．平　地　農　村　　，

3．地　域　計　醐 畦．農　　山　　村

4．その他（　　） 5．山　　　　　村

6、農　村　生　活 L　農　村　構　造 6．　夕も　　　　　　　　國　（　　）

2　生　活　環　境 7，そ　　　の　　　他（　）

3　その他（　　）

注．なお分類にあたっては、「中分類は大分類の細嬢であるが、小分類は大・中分

類に対してフリーな分類であり、小分類においてはa．bのいずれかの分類を

とればよい。」と注記されている。

一王74一


